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5. 生成AI利活用を前提としたデータに関する調査結果

5.4. 持続可能な運用の仕組み Azure AI Searchで発生した課題一覧

本事業で発生したAzure AI Searchにおける課題と、その対応方法を一覧化する

No 課題詳細 制限事項
対象

ファイル数
本事業での対応方法 来年度事業での対応想定

1
1ファイルあたりのサイズ制限が原因で
取り込み失敗

Basicプラン
Standard1プラン:128MB/1ファイル
Standard2プラン:256MB/1ファイル

0
※検証時に発生

Standard1プランの利用で制限緩和
運用ルールを策定
※P83参照

２
1ファイルあたりの文字数制限が原因
で取り込み失敗

Basicプラン
Standard1プラン:400万字/1ファイル
Standard2プラン:800万字/1ファイル

2
Standard1プランの利用で制限緩和
制限を超過するファイルは取り込み対象外

運用ルールを策定

３
1ファイルあたりの画像数制限が原因
で取り込み失敗

1000画像/1ドキュメント
※PDF1ページを1画像として扱うのでページ数制限と同義

2 制限を超過するファイルは取り込み対象外 運用ルールを策定

４
1ファイルあたりのファイル名の長さ制
限が原因で取り込み失敗

約70字
※Blobパスを変換したキーの1024字制限が起因している

8
制限を超過するファイルは手動でファイル名を短
縮

運用ルールを策定

5
AIPや暗号化等の保護が原因で取り
込み失敗

AIP・暗号化ファイルは取り込み不可
0

※検証時に発生
取り込み対象外 運用ルールを策定

6
インデクサーのタイムアウトが原因で取
り込み中断（長時間の実行時間）

2時間/1実行 相当数
当初は小分け投入により対応したが、カスタム
スキルのスリープタイム設定の変更に伴い改善

本事業と同様に対応予定

7
一部のPDFのコンテンツを抽出できず、
テキスト取得失敗

- 10
カスタムスキルのスクリプト内で、ストレージから
直接テキストを取得することでエラー回避

本事業と同様に対応予定

8
一部のPDFが特殊な文字列で
Encodeされており、文字化けが発生

- 5
課題No.7と同様の方法でテキストを取得する
際、PyMuPDFを利用することで解消

本事業と同様に対応予定

9
カスタムスキルのWebAPIコールのタイ
ムアウトが原因で取り込み失敗

3分50秒/1コール 相当数
当初はファイル分割の前処理で対応したが、ス
リープタイム設定を変更することで改善

Azure OpenAIの並列処
理も検討 ※P81参照

:16MB/1ファイル

:6.4万字/1ファイル
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Azure AI Search

5. 生成AI利活用を前提としたデータに関する調査結果

5.4. 持続可能な運用の仕組み Azure AI SearchとAmazon Kendraの運用観点での比較

Amazon Kendraの利用も想定し、Azure AI Searchの運用における制約事項を中心に比較する

情報量の制限

容量

文字数

ページ数

ファイル名長さ

保護ファイルの

取り扱い

AIP

暗号化

画像・図表の

抽出

オリジナル

埋め込み

運用性能

インデックス

作成時間

同期処理

メタデータの取

得

ページ番号

カスタム

128MB（Standard2は256MB）

400万字（Standard2は800万字）

1000ページ（PDFのみ）

約70字

50MB（※制限緩和可能）

約170万字（最大5MBのテキスト量制限、約0.028MB/1万字）

なし（3000ページ以上の場合にエラーなし）

なし（受領ファイルの内、最長96字の場合にエラーなし）

取り込み不可

取り込み不可

取り込み不可

取り込み不可

抽出可

抽出不可

抽出可

抽出不可

A部署 B課室：約40分

【差分検知】追加/更新/削除 【スケジュール実行】分/時間

A部署 B課室：約45分

【差分検知】追加/更新/削除 【スケジュール実行】時間/日/週/月

デフォルトでは取得不可

Azure Functionsを用いて付与可能

デフォルトではPDFのみ取得可

AWS Lambdaを用いて付与可能

例 例

Amazon Kendra
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